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▼
平
成
21
年　

佐
呂
間
町
成
人
式

　

１
月
11
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
町
長
・
議
長
や

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
、
新
た
な
門
出

を
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
新
成
人
57
名
中
49
名
が

出
席
し
、
町
か
ら
の
記
念
品
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
の
つ
き

た
て
の
紅
白
も
ち
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
後
藤
哲
也
さ
ん

が
「
人
生
の
節
目
と
な
る
こ
の
日
の

感
動
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
、
自
分
自
身
に
磨
き
を
か
け
、
決

意
を
新
た
に
歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。」
と
成
人
を
迎
え
た
こ
と
へ
の

感
謝
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
、
須
佐
昌

人
さ
ん
、
名
雪
佳
苗
さ
ん
が
立
派
な

社
会
人
と
な
る
こ
と
へ
の
宣
誓
を
力

強
く
行
い
、
式
典
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
「
佐
呂
間
獅
子

舞
」
の
披
露
、
マ
ジ
ッ
ク
＆
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
新
成
人
の
中
村
槙

吾
さ
ん
、
後
藤
哲
也
さ
ん
、
須
佐
昌

人
さ
ん
ら
の
バ
ン
ド
演
奏
で
会
場
を

盛
り
上
げ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
想
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー

ズ
ン
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
が
、

佐
呂
間
町
で
は
お
馴
染
の
ブ

ル
ー
ム
ボ
ー
ル
の
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
見
、
網
走
、
雄
武
、
札
幌
・

東
京
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
約

１
１
０
名
、
14
チ
ー
ム
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
前

日
に
雨
が
降
り
開
催
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
よ
り
、
当
日
は
万

全
の
リ
ン
ク
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
白

熱
し
た
試
合
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

氷上の熱戦
▼ブルームボール「オホーツク選手権」

1/24 → 25

①実感は全くないです。

　少しは大人な考えがで

　きる人になりたいです。

②道外に旅行に行ってみ

　たい。

③幸せになりたい。

④安全に暮らせる町にし

　てほしい。

諸岡　実希　さん
①少しずつ大人になって

　いるんだなという感じ

　です。

②日本酒を飲むこと。

③しっかりとした大人に

　なり、人の役に立てる

　ようになりたい。

④これから成人になる人

　や若い人達を増やして

　活気のある町にしてほ

　しい。

①あっという間な気がし

　ました。

②色々な事に挑戦したり、

　音楽関係でもっと色々

　な人と繋がっていきた

　い。

③幸せな結婚をすること。

④もっと若い人達が働け

　る産業を開発してほし

　い。

① 20 年は長かった。

②お酒を飲めるようにな

　りたい。

③ウルトラマン！

④うるさい車が 1 台もい

　ない静かな町。

後藤　哲也　さん 名雪　佳苗　さん 須佐　昌人　さん

新成人の方に質問してみました？
① 20 歳を迎えた感想　②成人を迎え、まずやってみたいこと　③将来の夢　④佐呂間町に希望すること

話
題
・
出
来
事
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
課
住
民
活
動
係  

℡
２
・
１
２
１
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平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
三
位
一

体
改
革
の
方
針
の
下
、
平
成
19
年
度
も

引
き
続
き
国
庫
補
助
金
の
廃
止
・
削
減
、

税
源
の
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し

が
一
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
町

の
行
財
政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
が
生

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
本
町
の
自
主
的
財
源
で
あ
る
地
方
税

の
動
向
が
不
透
明
な
中
、こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
行
財
政
改
革
の
努
力
を
緩
め
る

こ
と
な
く
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
、

義
務
的
経
費
の
抑
制
は
も
ち
ろ
ん
、
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
緊
急
度
に
応

じ
た
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
の
地
方
交
付
税
総
額
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
対
前
年
度

０
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
税
源

移
譲
に
伴
う
地
方
税
の
増
と
相
ま
っ
て

一
般
財
源
の
総
額
が
概
ね
確
保
さ
れ
、

平
成
18
年
度
発
生
の
災
害
復
旧
に
係
る

経
費
が
越
年
に
よ
り
平
成
19
年
度
の
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、平
成
18
年
度
を
以
っ

て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
と
、
前
年
度
に
引

き
続
き
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
歳
出
の
伸
び
を
抑
え
、
諸

制
度
に
基
づ
く
補
助
交
付
金
や
町
債
等

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
今
日
ま
で
進

め
て
き
た
農
業
・
漁
業
な
ど
の
一
次
産

業
の
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
浜
幌
地
区

営
農
用
水
・
簡
易
水
道
事
業
、
町
道
の

改
良
舗
装
工
事
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
本
年
度
に
つ
い
て
は
、

財
源
補
て
ん
的
な
基
金
繰
入
金
を
減
額

し
、
更
に
は
中
長
期
的
な
財
政
運
営
と

新
た
な
行
財
政
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

財
政
調
整
基
金
に
積
立
を
行
い
、
最
終

予
算
額
で
平
成
18
年
度
予
算
額
よ
り

５
億
１
０
５
６
万
円
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

決
算
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年
度
繰

越
明
許
費
を
加
え
た
歳
入
決
算
額
が

46
億
６
０
４
７
万
円
、
歳
出
決
算
額
が

45
億
６
４
０
万
円
と
な
り
、
実
質
収
支

差
引
額
は
１
億
５
４
０
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
実
質
収
支
差
引
額
か

ら
平
成
18
年
度
繰
越
明
許
費
分
を
除
く

平
成
18
年
度
繰
越
金
１
億
３
５
６
０
万

円
を
控
除
し
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
金
１
億
５
５
０
０
万
円
を
加
え
た
実

質
単
年
度
収
支
は
１
億
７
３
４
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　町では、毎年、皆さんが納めた貴重

な税金がどのように使われているかを

知っていただくため、予算・決算など

を基に財政状況を公表しています。

　今回は、12 月に開催された議会にお

いて認定された「平成 19 年度決算」の

概要についてお伝えします。

・浜佐呂間簡易水道区域拡張事業
・道路河川災害復旧業
・障害者自立支援費
・佐呂間浄水場浄水施設改修事業
・道営土地改良事業
・農業用施設災害復旧事業

（3000 万円以上の事業）

2億 1398 万円
1億 3356 万円

7649 万円
5211 万円
4940 万円
3116 万円

（特定事業を行なうため、一般会計とは別に設けた会計）

収入
支出
差引

4億
4億

6746 万円
5730 万円
1016 万円

収入
支出
差引

2億
2億

6123 万円
5331 万円
792 万円

収入
支出
差引

10 億
9億

1245 万円
9562 万円
1683 万円

収入
支出
差引

4億
4億

6859 万円
5419 万円
1440 万円

収入
支出
差引

9億
8億

1029 万円
6030 万円
4999 万円

収入
支出
差引

2億
2億

2449 万円
1778 万円
671 万円

（平成 20 年 3月末人口 6,172 人）

収　入 支　出 貯　金 借　金

129万円 125万円 54 万円 144万円

収入 134 万円 支出 129 万円 貯金 51万円 借金 155 万円

借金の推移
（起債）

貯金の推移
（基金）

平成 15年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

109 億
1554 万円

3434 億億
865865 万円万円

106 億
3267 万円

3311 億億
35473547 万円万円

101 億
2017 万円

3322 億億
92029202 万円万円

3311 億億
82778277 万円万円

96 億
5905 万円

89 億
4227 万円

3333 億億
37203720 万円万円

各自治体の財政力不足に応じて国から交
付される地方交付税や国から譲与・交付
されたお金

地方交付税など
28億 4987 万円 （対前年比 2.3％減）

町民税、固定資産税、軽自動車税、町た
ばこ税など皆さんが町に納めた税金

町税
6億 7336 万円 （対前年比 12.1％増）

町債：大きな事業を行なうために借り入
れたお金

借入金
2億 6220 万円 （対前年比 55.3％減）

特定の目的の財源として国や道から交付
されたお金

国・道補助金など
3億 3163 万円 （対前年比 21.7％減）

財産収入、寄付金、繰入金、諸収入など

その他
3億 1372 万円 （対前年比 16.5％減）

施設の使用料や手数料など

使用料・手数料など
2億 2969 万円 （対前年比 23.1％減）

（対前年比 10.4％減 )

61.2％

14.5％

7.1％

6.7％

5.6％
4.9％

職員、議会議員の給与や退職金など

人件費
10億 3609 万円 （対前年比 2.2％減）

大きな事業を行うために借り入れたお金
の返済金

借入金返済費
9億 7786 万円 （対前年比 4.2％減）

道路、公共施設、産業基盤などの整備に
使ったお金

建設事業費
4億 8519 万円 （対前年比 59.8％減）

一般行政活動を行う経費や施設などの整
備に使ったお金

行政活動・施設維持費
8億 8917 万円 （対前年比 4.2％減）

繰出金（一般会計から特別会計に繰り出
したお金）、貸付金や基金への積立金など

その他
7億 1678 万円 （対前年比 51.3％増）

各団体への負担金や補助金、高齢者・障
害者などへの生活支援費

団体補助・生活支援費
4億 131 万円 （対前年比 10.1％増）

（対前年比 10.8％減 )

23.0％

21.7％

19.7％

15.9％

10.8％

8.9％

※参考：平成 18年度


